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耐さびコムギ育成系統の緑体春化処理による播性検定
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1　は　し　が　き

当研究室で育成された耐さびコムギ系統は，中間母本と

して小麦育種関係研究室に配布しており，その際播性程度

も重要な特性としてその検定試験を行っている「従来は戸

外で一定期間をおいて播種を繰り返す，いわゆる播種期移

動による出穂可能限界播種期を比較して検定していた。一

方，後藤lJは気象条件（気温．日長）の場所間の差，年次蘭

の変動によって生じる従来の方法による検定結果の相違を

指摘した。この間超点を改善するため，制御された環境下

での1菓湖岸体春化処理によろ春化要求度の分段を従来の

検定にかわるものとして提案した。ここではこの分級方法

を実際に当研究室の耐さび系統に適用し，冬期間に研究業

務の分散をはかりながら温室施設内で検定を行ったので，

その結果を報告するっ

2　試　験　方　法

検定材料は耐さび系統56系統（試験番号1～44，49～60）

と対照10品種（表1）計砧品種系統である。耐さび系統は

いずれも種属間交雑に由来する交配親を持ち．世代は勒以

降である。

表1対照品種とその播牲程度

試番 品 種 名 播性 試番 品 種 名 播性

45 ア オバコムギ Ⅳ 62 農　 林　 61 号 皿

46 ハチマンコムギ Ⅳ－Ⅴ 63 シラサギコムギ Ⅲ

47 ナ ンブコムギ V 64 農　 林　 27　号 Ⅴ

48 キタカミコムギ Ⅳ－V 65 農　 林　 58　号 Ⅵ

61 埼　 玉　 27　号 Ⅰ 66 赤誘 不知 1号 Ⅶ

検定方法は，後藤1）の春化要求度分級法に従った。すな

わち，先に百足らめが開発した1葉期緑体春化法（1葉期

の幼植物を8℃．ピタルックスA連続照明下で春化する方

法）で材料を各期間処理した後，終夜照明の20－25℃の温

室で生育させ，春化処理終了後の止葉展開日までの日数を

調査した。その日数が34日以内の場合，低温処理によって

春化が終了した（春化要求が満たされた）と見なし．それ

一・71

に要した最短処理日数を春化所要日数とし分級の基準とし

た。なお．春化要求度と播性の分線の間で違いがあるので，

ここでは，各々の春化要求度と対応する播性程度を用語と

して用いた。

表2に試験区の構成を示した。各区10個体をシードリン

グケースに養成し検定対象とした。

表2　試験区の構成

春化 処理
期　 間

（遇）
播種月日

春　 化　 処　 理 調　 査

終 了 日開 始 日 終 了 日

2 12月 3 日 12月 10日

12月24日 3 月 11日

3 11月26日 12月 3 日

4 11月 19日 11月26日

5 11月 12 日 11月 19日

6 11月 5 日 1 1月 12日

3　結集及び考察

春化処理日数と処理後止葉展開日までの日数の関係を表

3に示し．春化終了の基準の34．0日でグ′レープ餅ナし，各々

の平均も示してみた。各グループの播性の判定は，後藤1）

の示した春化資求度分級の基準，春化要求度と播性の関係．

後藤との処理間隔のずれ（5日と7日間隔）及び対照とし

て用いた10品種を考慮して行った。

その結果，2週間で春化が終了したものは，標準品種の

埼玉27号．農林61号．シラサギコムギで，その他供試材料

中播性Ⅲと判定されたのは1系統だけであった。なお．こ

の系統は戻交配で育成されており．反復親の播性は皿であ

る。3週間処理のグループは，アオバコムギを含み播性Ⅳ

と判定され．21系統あった。4週間処理のグループは，農

林27号とナンブコムギを含み播性Vと判定され，10系統あ

った。5週間処理では，ヰタカミコムギと14系統を含み．

播性Vと判定された。6週間処理では，農林58号と5系統

を含み，播性Ⅵと判定された。6週間処理でも春化が終了

しなかったものは，赤錆不知1号，ハチマンコムギおよび

供試5系統であった。これらは更に処理期間を長くして検

定する必要があると思われるが，いずれにしてもⅥかⅦで



72－　　　　　　　　　　　　　　　東北農業研究　　第　33　号（1983）

ある。ただし，ハチマンコムギは播性Ⅳ－Vにしては畠く

判定され．試番17は区内のばらつきが大きく∴試番21は6

週間の万が5週間より値が14日も大きくなっている。この

3品種系統については，更に検討すろ必要があろう。

以上．供試材料56系統中51系統は2週間から6週間の処

理で春化を終了し．播性にして皿～Ⅵ（Ⅲは1系統）と判

定され，東北地方に適していると言えろ。なお．34．0日を

基準として分級したので．実験誤差を考え基準に幅を持た

せた場合（例えば35．0日まで），分級が1ランクずれろも

のが多少出てくる。しかし．それでも大部分の系統はⅣ～

Ⅵの播性である点は変わりない。

後藤l）によれば．この方法は春化の低温に対する要求の

程度春分級するもので，従来の播性はこれに加え春化後の

日長や温度に対する反応性の差も考慮しなければならない

としている。したがって，更に正確な検定を行うには，こ

れらの点も考慮した方法の開発が必要と考えられる。しか

し，対照として播性標準品種や反復を取り入れることで，

おおよその揺性が判定できることが明らかになった。なぜ

なら，東北地域に適した播性から極端にはずれていると判

定された系統はなく，また，戻し交配で育成された11系統

は，反復観の播性から推定されるグループに属していたか

らである。

この検定法によれば，春先の不安定な環境でなく安定し

た条件下で検定が可能である。更に．止巣展開日の調査期

間は．春化終了の基準とした34日を考慮し，45日間程度で

十分とみなされ，短期間で検定ができる。

4　ま　　と　　め

当研究室育成の耐さびコムギ系統を供試し，先に後藤に

より掟案された春化要求度分娩法を用いて播性の検定を行

った。その結果．供試系統の大部分は播性Ⅳ～Ⅵの間にあ

ることがわかった。この分級法は．より正確な播性検定を

行うためには改良すべき点はあるが，おおよその推定は可

能であった。また，冬期に安定した環境下で．比較的短期

間に検定を可能とする利点を持つと言える。
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